




要約:在胎 32 週未満の未熟児の骨塩量について検討した結果、著しい骨密度の低下が生後

7 ヵ月でも持続しており、その値は同じ骨長を示す成熟児 3 ヵ月の値に比しても低値であ

った。極小未熟児の骨を増加させる適切な長期の管理が必要である。 


